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§3　送り出し工法における腹板膵屈llζτ脊

3－1．検討課題

　　　　送り出し■法における支点位置の腹板の座屈照査式「鋼道路橋施工便覧、村録1』

　　　　の運用上の間扇について。

　　　　（1）合成座屈安全串の照査式

　　　聯偶（謝紐絡癌（鵠1宥≦1…一①
　　　　　　　の理論的荷貝

　　　　（2》①式の安全串の考え方及び数値

　　　　（3》DASt12との國運性

　　　　（4）塑性域における座屈応力廣の低減方法

3－2．

3－3．

　提案の背景

　　連続桁の架詮において、架設プロックの大型化・並列桁の・一括引毒出し等に対応す

　　るため、従来のローラー支持に変わって油圧ジャッキによる送り出し■法が開発さ

　　れ、手延式送り出し工法の多くはこの方洗で架設されている．

　　本■法を撮用した場合の腹板座屈煎査に対して各種文献が出されているが、それら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で
　　の鰐釈、適用方法等は、各設計担当者又は官劃の判断によりいろいろ分かれている

　　ようである．　　　　　　　　　　　　　　　　1

醐’覗等　　　　　　　　　　　　　●
　1》①式の内容は以下の様である。

　　　物体に作用するあらゆる荷重状態は下の①～⑤の荷重の絹合せにより綱羅できる．

　　　従って、ある物体がある載荷状態において弾性域にあるとす’れば下の式が成立す

　　　翫騙④　構）ひ齢）琶→・・一倫）ご≦ノ…＠

　　　　　　ロエロ③

　　　　　　　　　　　　　　　陵嘱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、目i〔コi④

②①



’

厳密に計悼すれはm1～m5は非常に繁雑な式となる。①式と②式を比較する

と、良く似通っており、①式は全てを盧り込んで簡略化した式であると考えら

れる．すなわち、鯖度を犠性にして簡単にしたのが①式である．

2》設融照査式を活字として、盾用する畦代には簡単化された式が必要であったが、

　これからは照査式をディスクとして保管し、厳密計算はコンビューターが処理し、

　結果だけを使用することも可能であり、そうなれぱ、繁雑な式は繁羅なまま活用す

　る事ができるようになるものと考えられる．

3）合成座屈安全率としての道路構示方窩の式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4．3n　　　　　　　　　　　　F．

　　　　レ3＝1．25＋（0．30＋0．15g》e　　≧1．25一　　　一③

　　の適用は妥当か．

　③式は矛盾だらけである。座屈の式が③の撮な形で表わされる筈がない．設翫照査

　として出てきたものと思われるが、その正当性は非常に疑わしい。ノ巳の箇はこの

　様な形で扱うぺきものではない。Fsとゾろとは同じものではない。

4》作用椙当応力度

　　σつ＃f延星吻3一び吻ナ5じ亀

　座屈応力度を金Crとすると、　　かv≦ボcr

　　　伍㍉舶㌧鉄侮ナ3τ乞　≦ρ‘浄

　　（輸、（繕）と讐・畜　　≦1．・

　　　　　　G’ご“
　　　て鑑♂箪一　　　　　　信

　　　畿）乞＋（晋）－一讐チ（巻ク乞≦1・・’一一④

　　・①式と④式との開連性はつけられない．何故なら、座屈計締に有効応ガが使用さ

　　れ得る論理的な根拠づけはできない．
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・駈〉蒔　　隙　 →欄の駅り闘
隊x〉蒔（暁）座屈→形状不寧定の聞

　　（1》と（2）には何の脈絡も無い．

　　（1）を板の座屈照査に使うのは論理的に訳明できない己・

（1）

（2）

　　砺〉金構伏

　　材料の性質

　　　　　　．．e熱xlr．．11．，．．．．．

争××＞“（ヒ（b／亡）

座屈　形状不安定（弾性）

葺□き、
　←
（下）Φ≦1

　　　　　　　2欄　 i鑑）、一や（斜≦1

　　　　　θ・・一
5）送り出し■法における施主との交渉は？

　架設方法が送り出し工法に決定されると、設置†計眞書の作成が必要となる。腹板座

　屈防止のための補強材は施主がその経賀を負担する。

　腹板座屈の照査式が決定しているのは、名古屋公社と国鉄だけである．他の公社・

　公団の堀合には、その都度、照査式・安全率等を決定しているのが実情である。
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